2.9.3. 教育活動概要 (2.9. 情報システム構築学講座, 2. 教育研究活動報告) by unknown
2.9 情報システム構築学講座 
117 
2.9.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
伊藤 行生 統合型健康増進支援システムにおける在宅栄養管理機能の開発 
近年，我が国においては，生活習慣病患者が増大し地域医療費の経済的負担が社会問題となっ
ている．また，特定保健指導が開始されたことによって，管理栄養士による栄養指導が重要な
要素となった．そこで，著者らは統合型健康増進支援システム「IHISS: Integrated Health 
Improvement Supporting System」の研究・開発を行っている．IHISS には患者・家族の食事へ
の意識向上と効率的な栄養指導の実現を目的とする在宅栄養管理機能が存在している．しかし，
現状は時系列によって情報を表示する機能，登録した食事の詳細な情報を閲覧する機能が不足
している．そこで，これら機能の追加開発と，ユーザインタフェースの改良，セキュリティ機
能を充実させるための再設計を行った．また，一般利用者による実験・評価を行った． 
馬林 建矢 多様な端末に対応する健康増進支援システムプラットフォームの研究 
近年，40 歳から74 歳におけるメタボリックシンドローム及びその予備群が増加傾向にあり健
康に対する社会的関心が高まってきている．健康に対する社会の取り組みとしては重点計画
2008 という取り組みがある．これは，個人の健康情報を「生涯を通じて」把握するための情報
基盤の構築を目的とした取り組みである．また，これら情報基盤に蓄積された健康情報を活用
することにより高度な予防医療の支援と医療機関による質の高い医療の実現が期待されてい
る．しかし，個人が管理する健康情報の多くが独自フォーマットであることから医療分野との
連携を柔軟に行うことができないと考えられる．そこで，本研究では個人の健康情報と医療分
野とが柔軟に対応できるようにするための情報基盤の構造についての研究を行うと共に個人の
健康情報の今後の活用及びハードウェアの在り方についての考察を行う． 
菊池 卓秀 VoIP を用いた高齢者見守りシステムにおける音声メッセージ配信機能の研究 
著者は独居高齢者の孤独死を防ぐため，岩手県社会福祉協議会と共同でIP 電話を活用した自己
発信型独居高齢者見守りシステムの研究・開発のプロジェクトに参画している．本システムで
は，高齢者にも違和感のない名前読み上げ機能や音声ガイダンス機能，日替わり音声メッセー
ジ登録及び配信機能を低コストで実現することが求められている．本論文では，これまでの録
音方式と音声合成ソフトウェアの特性について比較評価を行い，高齢者の聞き取り特性のバラ
ツキに対応するための合成ソフト再生速度変更方法，メッセージ登録者の運用負担を低減する
ための録音・合成併用方法について研究した結果について述べる． 
朽木 拓 プログラミングスキルレベル評価手法の研究 
ソフトウェア開発プロジェクトのプログラミング生産性向上を図るためには，プログラマのス
キルレベルを考慮した人材の最適配置が重要である．また，プログラマのスキルレベルが把握
できていないと実装工程での作業見積もりが立てにくいといった問題がある．  
本研究では，プログラマのスキルレベルの要素として，ロジック構成能力，プログラム生産能
力，デバッグ能力について着目し，その定量的評価方法を明らかにすることを目的としている．
また，キー入力情報を活用したプログラム生産能力についての評価手法の提案を行う．本手法
の有効性を評価するために作業ログ記録ツールを開発し，評価実験を行った． 
小松 一星 デジタルフォトフレームを活用した小規模デジタルサイネージシステムの提案と評価 
デジタルサイネージは，「屋外・店頭・公共機関・交通機関など，あらゆる場所で，ネットワ
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ークに接続したディスプレイなどの電子的な表示機器を使って情報を発信するシステム」であ
る．デジタルサイネージの特徴は，遠隔地からコンテンツの差し替えができるため，紙ポスタ
ー等に比べて差し替えに伴うコスト削減が図られるほか，頻繁に差し替えが可能であることや，
時間帯や設置ロケーションに応じて配信コンテンツを表示するターゲティング広告が可能であ
ることが挙げられる．このような背景からデジタルサイネージ市場は2015 年には1 兆円を超え
るとの経済予測もある．デジタルサイネージの業界団体であるデジタルサイネージコンソーシ
アムは，「日本を世界一のデジタルサイネージ大国とする」を目標のひとつとし，いくつか課
題を掲げている．そのうち，本研究は「利用方法および効果的なコンテンツの検証不足」「小
規模広告主導入のためのスキーム不足」「産業・利用に関する統計データの不足」の解決に寄
与すべく研究を行った．著者は、岩手をフィールドにデジタルサイネージについて調査したと
ころ，小規模事業者への適用の難しさおよび家庭への適用可能性の課題が見つかった．これら
の課題を解決するシステムとして，家庭用デジタルフォトフレームおよびEye-Fi を活用した小
規模デジタルサイネージシステムを提案する．今回，この提案に基づく試作システムを構築し，
実際のホテル，一般家族にそれぞれ導入し，広告宣伝効果，業務改善効果，コミュニケー 
ション促進効果などについての評価実験を行った．本論文では，デジタルサイネージの概要に
ついて調査し，地方への普及に向けた課題を抽出する．その後，システムの提案および評価実
験を行うとともに明らかになった課題・将来の展望について述べる． 
佐々木 弘介 
 
VoIP とFAX を連動させた選択型地域情報配信システムの提案 
著者はVoIP サーバを用い，低コストで信頼性の高い自己発信型の高齢者見守りシステムを実現
するための研究プロジェクトに参画している．本論文では，高齢者の利用満足度を上げるため，
地域情報を自動でFAX 配信する仕組みについて研究した結果について述べる．本システムにお
いては，予め取得した高齢者の興味情報と地域情報についてVoIP サーバ側で自動マッチング処
理を行ない，利用者宅のFAX に対して選択的に情報配信することができることが特徴である．
清水 皓生 
 
インスタントメッセンジャーを用いた会話における半自動議事録生成システムの提案 
インスタントメッセンジャー（IM）は，遠隔地間の手軽なコミュニケーションツールとして，
企業においても広く普及している．本研究では，このIM の会話ログを議事録として記録し，有
効活用することをねらいとしている．しかし，一般の会話ログには冗長な発言が多く，ミーテ
ィングでの決定・保留事項などが読み返しにくいものであり，内容を要約する必要がある．そ
こで，IM を利用したミーティングの議事録作成を容易にし，ミーティング内容を把握しやすく
するため，IM の会話ログファイルから議事録を半自動生成する仕組みについて提案し，その実
装と評価結果について報告する． 
 林 秀樹 
 
電話を活用した高齢者見守りシステムのネットワーク設計 
著者は岩手県社会福祉協議会と合同で独居高齢者の孤独死を防ぐため，電話を活用した自己発
信型独居高齢者見守りシステムの研究・開発プロジェクトに参加してきた．これまで，音声自
動応答（IVR）サーバとアナログ電話を用いた試作システムを構築し，岩手県，青森県に居住す
る約 70 名の独居高齢者を対象とし利用実験を行っている．今後，本システムの利用者数が拡大
される予定であり，高信頼化と低コスト化が求められている．本研究では，IP 電話交換技術
（Asterisk）を用いた新しいシステムを構築中であるが，今回，将来の規模拡大時におけるト
ラフィックを予測し，ネットワーク設計を行ったのでその結果について述べる． 
船越 幸治 電話と FAX を利用した農業情報システムの提案（タイトル） 
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 近年，様々な分野で情報システムが利用されている．一方，農業分野でのブロードバンドを利
用した情報システムの普及も進められているが，農家の高齢化により情報リテラシーの低い農
業分野への情報システムの導入が難しいというのが現状である．  
本論文では情報リテラシーが低く，パーソナルコンピュータ（PC）やインターネットが利用出
来ない農家でも電話及びFAXとVoIPサーバを用いて利用できる農業情報システムの構成とその
実装方法について提案する． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
伊藤 紘貴 地域食材データベースと連携した料理情報提供システムの研究 
近年，食品分野において消費者のニーズが健康志向，美食志向など多種多様となっている．そ
れに伴い，地域のホテルや料理店などでは，機能性・食味特性に優れた地域のこだわり食材を
活用した料理を提供し，消費者の要望に応えたいというニーズがある．これまでに，岩手県内
に点在するこだわり食材の情報を調査・収集し，地域食材データベースを構築した．また，食
材に関する情報を Web 上で提供するシステム「いわて食マップ」を開発してきた．本研究では，
新たに栄養素情報を加味した標準食材データベースを構築し，これと地域性を有する前述の食
材データベースと連携した料理情報提供システム「ぐるめサーチャー」を提案する．本システ
ムは，一般利用者（消費者）が料理情報の閲覧・検索を可能とし，料理提供者（調理師）側が
一般利用者の検索履歴をニーズ情報として閲覧し，それを基に料理を創出するための仕組みを
作る．その上で，栄養素，食味嗜好，季節，地域性等を考慮しつつ，年代や性別に応じて適合
した料理を推薦できるシステムについて述べる．本研究によって，消費者の食に対するニーズ
対応や調理師の料理創出支援や意欲向上等を目的とし，地域における食品分野の発展を目指す．
倉俣 恵祐 
 
 
ソフトウェアレビューにおける観点の共有効果に関する研究 
ソフトウェア開発において，開発途中で作り込まれた欠陥の修正コストは，工程が後になるほ
ど増大する傾向にある．そのため，ソフトウェアを構成するソースコードや，その基となる要
件定義書等に対してレビュー/インスペクションを実施することで，欠陥を早期発見し，品質と
生産性の高いソフトウェア開発を実現することができる．一方，そのレビュー品質はレビュア
ーの能力に依存するが，その点について従来のレビュー工程に考慮されていない．本稿では，
欠陥指摘スキルの高いレビュアーのレビュー観点をチェックリストとしてまとめ，組織内で利
用することで，レビュー観点の共有を実現し，レビュー品質を向上させるモデルを提案する．
また，この提案モデルに基づいたインスペクション支援システムを構築し，著者らが所属する
研究室内で評価実験を行った結果について報告する． 
高橋 克弥 
 
診療所用電子カルテと連携した統合型健康増進支援システムの開発と評価 
近年先進国では，メタボリックシンドロームや糖尿病など生活習慣に関わる病気が問題となっ
ている．日本でもその流れはあり，国の政策にもその対策案などが示され，生活習慣病の改善
には，栄養管理，運動，バイタルデータ管理が重要とされている．我々は，これらの健康に関
わるデータを統合的に管理する為の IHISS(Integrated Health Improvement Support System)
を提案し，診療所での業務を想定したプロトタイプを構築してきた．本研究では，プロトタイ
プシステムを診療所での業務に耐えうるレベルまで改良し，現場での実験評価を行う．また，
システムに使われる健康に関わるデータをオントロジーとして概念化し，その利用方法につい
て考察する． 
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陳 実 多言語対応 Web サイト更新用フレームワークの研究 
近年，地域への外国人観光客や居住者の急激に伴い，外国人支援のための地方自治体の Web サ
イトの多言語化を課題として重視されている．現在，地域 Web サイトの運営者がサイト制作会
社に依頼し，サイト構築と内容翻訳を組み合わせて多言語対応 Web サイトが構築するモデルは
一般的である．しかし，その Web サイトの作成コストが高く，更新が手間で情報が古くなりや
すい等の問題がある．このため，地域 Web サイト運営者自身により低コストで操作が容易な多
言語情報更新システムが求められている．最近，翻訳ソフトの開発や Web サイト自動翻訳技術
はかなり進んでいるが，地域 Web サイトでの地名等固有用語が多いという特徴があるので，そ
れらの翻訳技術が地域 Web サイトにはそのまま利用できないという課題がある．本研究では，
地域 Web サイト運営者自身により操作性および翻訳精度に優れた多言語情報管理システムの構
築を行うことを狙いとしている．その第一歩として，地域 Web サイトの特徴となる固有用語を
ドメイン化し，多言語対応の固有用語 DB を予め構築しておく．更新が頻繁な部分についての日
本語観光情報を，固有用語 DB と既存の翻訳 API を活用して情報翻訳を行い，サイト運営者は誤
った翻訳箇所を修正編集して多言語 Web サイトを更新する方式を提案する．本提案に基づくプ
ロトタイプシステムを構築し，ホテル安比グランドにおける観光情報提供システムの多言語化
をケーススタディとして，翻訳精度と操作性や満足度等の評価実験を行う．（概要） 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
特になし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Katsuya Takahashi, Keizo Yamada, Jun Sasaki and Yutaka Funyu: Development of an Integrated Health 
Improvement Support System, Proceedings of the 8th International Conference on Software Methodologies, 
Tools and Techniques, pp.608-619, 2009. 
2) 陳実，清水皓生，山田敬三，佐々木淳：更新が容易な多言語対応地域観光サイトの研究，電子情報通信学会ヒュ
ーマンコミュニケーショングループシンポジウム，B6-2，2009.12(in CD-ROM). 
3) 佐々木弘介，菊池卓秀，山田敬三，佐々木淳：VoIP サーバと FAX を連動させた高齢者向け地域イベント情報配信
システム，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループシンポジウム，B8-2，2009.12(in CD-ROM).
4) 菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：VoIP を用いた高齢者見守りシステムにおける音声メッセージ配信
機能の検討，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループシンポジウム，B8-3，2009.12(in CD-ROM).
5) 伊藤紘貴，山田敬三，佐々木淳：食材データベースと連携した料理情報システム，電子情報通信学会ヒューマン
コミュニケーショングループシンポジウム，C5-4，2009.12(in CD-ROM). 
6) 倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：ソフトウェアレビューにおける観点の共有効果に関する研究，電子情報通信学
会技術研究報，Vol.109，No.392，KBSE2009-56，知能ソフトウェア工学研究会(KBSE)，2010.1. 
7) 倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：ソフトウェアインスペクションにおける観点共有によるレビュー品質向上法の
提案，情報処理学会第 72 回全国大会，2P-7，2010.3(in CD-ROM). 
8) 林秀樹，菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：電話を活用した自己発信型高齢者見守りシステムの規模
拡大時におけるネットワーク設計，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-4，2010.3(in CD-ROM). 
9) 菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：VoIP を用いた高齢者見守りシステムにおける音声メッセージ配信
機能の検討，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-5，2010.3(in CD-ROM). 
10) 佐々木弘介，菊池卓秀，山田敬三，佐々木淳：VoIP サーバを活用した高齢者向け地域イベント情報配信システム
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の設計，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-6，2010.3(in CD-ROM). 
11) 馬林建矢，伊藤行生，高橋克弥，山田敬三，佐々木淳：医療機関との連携を考慮した健康プラットフォームの検
討，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZL-5，2010.3(in CD-ROM). 
12) 伊藤行生，高橋克弥，山田敬三，佐々木淳：統合型健康増進支援システム（IHISS）における在宅栄養管理機能
の開発，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZL-7，2010.3(in CD-ROM). 
13) 清水皓生，佐々木淳，山田敬三：インスタントメッセンジャーを用いた会話における半自動議事録生成システム
の提案，情報処理学会第 72 回全国大会，4ZG-4，2010.3(in CD-ROM). 
14) 陳実，山田敬三，佐々木淳：多言語対応・地域情報システムフレームワークの提案，情報処理学会第 72 回全国
大会，4ZL-1，2010.3(in CD-ROM). 
15) 伊藤紘貴，倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：地域食材データベースと連携した料理情報提供システム「ぐるめサ
ーチャー」の構築，情報処理学会第 72 回全国大会，4ZL-7，2010.3(in CD-ROM). 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 陳 実：情報処理学会第 72 回全国大会 学生奨励賞受賞，多言語対応・地域情報システムフレームワークの提
案，2009 年 3 月 10 日 
2.9.4. その他の活動 
特になし 
